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深まる秋の装い深まる秋の装い
宮下地区にある重なった 3つのアーチ橋
（アーチ三兄弟）を撮影できるスポットで
す。黄色やオレンジに色づいた木々の向こ
うに只見線がアーチ橋をゆっくりと渡る様
子が望めます。【5 ページに関連記事】



まちの話題役場 特命担当課☎（48）5232

教育委員へ任命書を交付
阿部和彦さんを委員に再任

　10月１日、阿部和彦さん（桧原）が町教育委員に任命さ
れました。任期は10月1日から4年間です。町教育委員会は、
教育長と4人の委員により組織され、いずれも町長が町議
会の同意を得て任命します。阿部さんは平成22年1月か
ら教育委員を務め、現在4期目です。また、阿部さんは教
育長職務代理者として教育長に事故があるとき、または教
育長が欠けたときに教育長の職務を代行します。 矢澤町長から任命書を受ける阿部和彦さん

深い呼吸でリラックス
ヨガ教室「昼の部」を開催

　公民館主催のヨガ教室は 10 月 2 日、町民センターで行
われました。講師に大竹沙紀さん（滝谷出身）を招き、8
名が参加しました。これまでは夜間のみの開催でしたが、
9 月から「昼の部」を開催し、夜間に参加できない方々か
ら好評を得ています。ヨガは心身をリラックスさせる効果
があると言われています。今後も定期的に昼の部・夜の部
を開催しますので、皆さんのご参加をお待ちしています。 ヨガ教室の様子

　元宮下小学校校長の佐藤村夫さん（宮下）が、秋の叙
勲において瑞宝双光章を受章しました。佐藤さんは昭和
28 年 4 月から金山町の横田小学校で教員生活に入り、
平成 5 年 3 月の宮下小学校校長で退職するまでの 40 年
間の長きに渡り、学校教育に献身的に尽力されました。
伝達式は 10 月 16 日、矢澤町長と佐藤教育長が自宅を
訪れ、佐藤教育長より勲記と勲章が手渡されました。

佐藤村夫さんに瑞宝双光章
長きに渡り学校教育に尽力

勲記を手にする佐藤村夫さん

　町議会 9 月定例会において、目黒忠昭さん（滝谷）が固
定資産評価審査委員会委員に承認されました。任期は令
和 2 年 10 月 1 日から 3 年間です。固定資産評価審査委
員会は、固定資産課税台帳に登録された価格に対する納
税者からの不服を審査決定するために設置された第三者
機関です。現在、目黒さんの他に飯塚国英さん（大石田）、
佐久間宗一さん（宮下）が委員として活動しています。

固定資産税評価審査委員を選任
目黒忠昭さんを委員に再任

矢澤町長から選任書を受ける目黒忠昭さん
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梅津さんから観光施策について説明を受ける内堀知事

内堀知事を囲んでの記念撮影

新人戦で大活躍
三島中男子バレーボール部・女子卓球部
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全会津大会で優勝を果たした男子バレーボール部

 両沼中体連新人大会個人戦優勝の
 齋藤美那さん

両沼中体連新人大会 2 位の女子卓球部
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芸工大とリモートで景観・環境整備の打ち合わせ 文・写真　橋本光五郎さん（早戸）

　町から「地区支援事業」の補助を受け、東北芸術工科大学
との景観・環境整備事業は、新型コロナウイルス感染予防の
ため、学生が合宿をしながら共同での作業ができなくなり、
中止となりました。今年度は 10 月 3 日に第 1 回目のリモート
会議を行い、景観・環境を少しでも維持するために地区で行っ
た方が良いことなど、活動継続のための意見交換を行いまし
た。地区として町と進めようとしている早戸本村での森林整
備事業等の意見交換ができた事は、良かったと考えています。

　10 月 18 日、間方地区の宮ノ前において稲扱きが行われま
した。今年はコロナの影響で、オーナーの皆さんの参加はご
遠慮いただきましたが、日頃からお世話になっている「お田
助隊」の皆さんにご協力いただきました。休む間もなく作業
を行い、稲もみるみる減って、昼前に終了しました。高齢化
等により耕作放棄地が増え、里山の景観も損なわれています。
地区外の方々の協力を得て、美しい景観を守り自分で作った
美味しいご飯を食べていただこうと実施しています。

「棚田お田助オーナー」稲扱
こ

き行われる 文・写真　菅家壽一さん（間方）

歩く県道「美女峠道
み ち ぶ し ん

普請」行われる 文・写真　菅家壽一さん（間方）

　9 月 30 日から 10 月 1 日の 2 日間、美女峠のぬかるんだ箇
所の道普請が行われました。只見川沿いの道路等が整備され
る前は、銀山街道（会津若松～美女峠～只見町）が主要道路
でした。間方と野尻は美女峠を通っての交流も盛んで、県は「歩
く県道」として整備しています。道普請は、今年で 10 年目
となり、今回はぬかるんで路幅が狭い区間を歩きやすいよう、
丸太を使用した土留工法で整備しました。大変な作業でした
が、現地にマッチした芸術的な美しい景観となりました。

そばの花でいっぱいの景観づくり　
　「そばの花でいっぱいの景観づくり運動」を推進している宮
下地区とみやした蕎麦と豆腐の会では、宮下地区や荒屋敷地
区の方々の協力を得て、地区内 4 ヶ所にあるそば畑で刈り取
り作業を行いました。地区の美観に関心のある方など約 20 人
が参加しました。秋晴れのさわやかな天候の下、気持ちよい
汗を流しながら作業を終えました。その後、蕎麦と豆腐の会
から手打ちそばが振る舞われ、美味しいそばを食べながら疲
れを癒しました。11 月～ 12 月に収穫祭を実施する予定です。

文・写真　小島　純さん（宮下）

　三島小学校と宮下地区のびおたんクラブとの交流事業であ
る田んぼの学校の脱穀作業が 10 月 19 日、宮下活性化センター
で行われました。3 年生から 6 年生までの児童が宮下地区委
員やびおたんクラブの役員の方々の指導により、脱穀作業を
実施しました。児童たちは、足踏み式の脱穀機や千刃こきな
ど昔ながらの道具を使って慣れた手つきで脱穀を行いました。
脱穀されたお米は 11 月 3 日に開催された「三島小まつり」で、
おにぎりとして児童たちに提供されました。

田んぼの学校の脱穀作業 文・写真　小島　純さん（宮下）

　10 月 25 日、地区恒例の春日神社境内の冬囲いと清掃作業が
実施されました。午前 7 時から 29 名が参加し、神社の鳥居と灯
篭の冬囲い、周辺の落ち葉の掃除を行いました。高齢者中心の
作業のため、新型コロナウイルス感染対策にも細心の注意を払
いながら、作業は 1 時間ほどで終了しました。来年 4 月の取り
外しまで、厳しい冬を迎える準備が整いました。今年は新型コ
ロナウイルスの影響で多くのイベントが中止となってしまったた
め、一日も早いコロナウイルスの終息を参加者で願いました。

春日神社境内冬囲いと清掃作業 文・写真　佐々木邦雄さん（桧原）

　三島町も日に日に秋が深まり、各所で秋の装いを見せ
ています。表紙に掲載したアーチ三兄弟の視点場や尾瀬
街道みしま宿の第一只見川橋梁のビューポイントには
たくさんのカメラマンが訪れ、只見線の通過に合わせ
シャッターを切っていました。また、名入地区のざる菊
園では、今年も黄色や紫に色づいた綺麗なざる菊が花を
咲かせていました。

色づく秋を迎えています色づく秋を迎えています

第一只見川橋梁を渡り川口方面へ向かう只見線 間もなく満開を迎えるざる菊（10 月 27 日撮影）
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▶現状と課題
　日本全体での人口減少が進行する中で、2015 年（平成 27 年）に実施した国勢調査では、三島町の人口減
少率が 13.4％と県内で最も高い数値となりました。人口減少が進むと、生活関連サービス（小売・飲食等）
や地域公共交通の縮小、空き家・耕作放棄地の増加、伝統行事の継承困難など地域コミュニティの機能低下
にもつながり、さらなる人口減少が懸念されます。

▶将来の人口予測
　2015 年（平成 27 年）の人口をもとにした以下の国立社会保障・人口問題研究所準拠シミュレーション（参
考値）では、現状の人口減少が続いた場合（赤線）として、2035 年には総人口が 1,000 人程度、2065 年に
は 452 人になると予測されます。

※国立社会保障・人口問題研究所は、人口や世帯の動向を捉えるとともに、内外の社会保障政策や制度についての研究を行っ
ている厚生労働省に所属する国立の研究機関です。

以上の人口の変化や課題を踏まえ、第五次振興計画では、

・結婚・出産・子育てしやすい環境をつくる

・地域資源を生かしたしごとをつくる

・交流人口から関係人口・定住人口につながる流れをつくる

・生涯いきいきと過ごせる魅力ある地域をつくる
　上記 4 点を “ 重点プロジェクト ” として策定を進めており、第四次振興　
　計画の基本構想「住みたい・住み続けたいふるさと（桐源郷）を創る」
　を引き継ぎ、実現を目指して取り組んでいきたいと考えております。
※振興計画策定に関するご意見等は、地域政策課  地方創生推進係

　☎ 48-5533 へお問い合わせください。

構　成 計画期間 概　　要

基本構想 10 年間
( 令和3 年度～令和12 年度)

今後の将来を見据え、基本的な考え
（理念）や目標をイメージ化した今後

10 年間の町づくりの指針です。

基本計画 5 年間
( 令和 3 年度～令和 7 年度 )

基本構想の理念を受け、目標を実現
するための施策を分野ごとに体系的
に示したものです。

実施計画 3 年間
( 令和 3 年度～令和 5 年度 )

基本計画に沿って具体的に実施する
事業であり、財政や社会情勢の変化
に対応するため、毎年度見直しを行
います。

美しい地区づくり目標
(地区目標)

5 年間
( 令和 3 年度～令和 7 年度 )

基本計画と同様の計画期間とし、各
地区の自主的な地域づくりの指針で
す。
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昭
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に
策
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し
た
第
一
次
振
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計
画

以
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、
10
年
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画
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画
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。

振興計画は
「まちづくりの指針」

　　　　　　　です
※今回のシミュレーションでは、2011 年（平成23年）3 月に発生した東日本大震災に

伴う福島第一原子力発電所の事故の影響によって、市町村別の人口の動向および今

後の推移を見通すことが依然としてきわめて困難な状況から、県内一律の出生率及
び移動率等を用いて将来人口を推計しています。

国立社会保障・人口問題研究所準拠シュミレーション（参考値）
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移住定住促進ページ

―
三
島
町
へ
移
住
し
た
い
き
さ
つ

　

い
つ
か
は
田
舎
で
暮
し
た
い
と
ず
っ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
１
年

の
震
災
で
ま
す
ま
す
そ
の
想
い
が
強
く

な
り
ま
し
た
。
元
々
は
福
岡
県
の
出
身

で
す
が
、
中
学
生
の
頃
か
ら
関
東
圏
で

暮
ら
し
て
お
り
、
移
住
前
は
千
葉
県
市

川
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
市
川
市
は

住
み
や
す
い
町
で
し
た
が
、
様
々
な
タ

イ
ミ
ン
グ
が
重
な
り
「
今
し
か
な
い
」

と
、三
島
町
へ
の
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

　

三
島
町
と
の
最
初
の
出
会
い
は
、

２
０
０
７
年
、「
奥
会
津
案
内
人
」
と

い
う
講
座
で
し
た
。
奥
会
津
に
行
っ
た

こ
と
は
な
く
、
土
地
勘
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
田
舎
暮
ら
し
へ
の
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
参
加
し
ま
し
た
。
最
初

に
案
内
さ
れ
た
の
が
大
谷
地
区
内
の
お

宅
で
し
た
。「
こ
こ
に
は
、
町
の
水
道

水
と
山
の
水
、
2
つ
の
水
源
が
あ
る
ん

だ
よ
」と
い
っ
た
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

山
の
水
で
入
れ
て
い
た
だ
い
た
お
茶
を

味
わ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
以
前
か
ら
山

の
手
入
れ
に
関
す
る
講
習
を
受
け
て
い

た
の
で
す
が
、「
山
の
木
、
伐
り
た
い

な
ら
伐
っ
て
い
い
よ
」
と
地
域
の
方
に

杉
の
木
を
伐
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
翌
年
も
こ

の
講
座
に
参
加
し
、
ま
た
個
人
的
に
も

木
を
伐
ら
せ
て
も
ら
う
な
ど
、
年
に
数

回
は
三
島
町
に
通
い
ま
し
た
。

　

東
武
鉄
道
を
乗
り
継
ぎ
な
が
ら
鬼
怒

川
沿
い
か
ら
来
る
と
、
が
ら
っ
と
景
色

が
変
わ
り
ま
す
。
冬
は
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
る
と
突
然
の
雪
景
色
。
冬
は
特
に
美

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
群
馬
と
は
山

一
つ
隔
て
た
だ
け
で
す
が
、
奥
会
津
は

風
景
、
雰
囲
気
、
人
柄
が
全
然
違
い
、

人
も
自
然
も
何
と
な
く
い
い
な
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
人

た
ち
の
中
に
も
自
然
の
中
で
暮
し
た
い

と
思
う
人
が
い
る
こ
と
や
、
仲
間
で
集

ま
り
自
分
た
ち
の
得
意
な
こ
と
を
や
ろ

う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
の
も
、
す
ご

く
い
い
な
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

　

都
会
は
何
事
も
な
け
れ
ば
便
利
で
暮

し
や
す
い
で
す
が
、
震
災
な
ど
何
か
あ

る
と
脆
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
震
災
後
、
足
繁
く
通
っ
た
奥
会
津

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
気
に

な
り
、
訪
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、「
こ
こ

は
地
盤
が
安
定
し
て
い
る
か
ら
」
と

言
っ
て
、
み
な
さ
ん
普
通
に
お
暮
し

だ
っ
た
の
に
意
外
な
思
い
が
し
た
の
と

同
時
に
、
移
住
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
親
や
親
戚
、
友
人
が

い
る
わ
け
で
も
な
い
自
分
が
ぽ
っ
と
来

て
家
を
探
す
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
。
地
域
の
方
が
間
に
入
っ
て
く
だ

さ
り
、空
き
家
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
、

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

―
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

　

父
親
が
電
力
会
社
で
働
い
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
電
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
三
島
町
へ

通
っ
て
い
る
頃
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
会
津

み
し
ま
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
が
発

足
し
、
移
住
後
は
私
も
関
わ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
の
方
や
子
ど
も
た

ち
に
地
熱
や
水
力
発
電
な
ど
地
域
資
源

を
生
か
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
発
電

所
見
学
や
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
製
作
会

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

石
油
を
輸
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
今

は
便
利
な
生
活
に
な
り
ま
し
た
が
、
昔

は
山
の
木
が
あ
ら
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
、
生
活
資
源
で
し
た
。
そ
う
い
う
生

活
の
知
恵
が
失
わ
れ
る
の
は
も
っ
た
い

な
い
、
今
で
も
合
理
的
だ
と
思
え
る
も

の
は
使
っ
て
い
き
た
い
と
個
人
的
に
は

思
っ
て
い
ま
す
。
山
の
木
を
切
っ
て
燃

料
に
す
る
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
あ
る
暮
ら

し
は
、
人
と
し
て
真
っ
当
な
気
が
し
て

お
り
、
い
つ
か
そ
う
い
う
暮
ら
し
が

し
た
い
と
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
、

念
願
叶
い
、
薪
ス
ト
ー
ブ
を
自
宅
に
入

れ
ま
し
た
。
使
用
し
て
み
て
、
ひ
と
冬

分
の
薪
を
確
保
す
る
の
は
予
想
以
上
に

大
変
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た

が
、
薪
ス
ト
ー
ブ
は
あ
る
だ
け
で
い
い

で
す
。
手
間
が
か
か
る
の
は
事
実
で
す

が
、
そ
の
ひ
と
手
間
ふ
た
手
間
を
苦
労

と
思
わ
ず
、
面
白
い
な
、
楽
し
い
な
と

思
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
使
っ
て
み

た
ら
と
お
勧
め
し
た
い
で
す
。

　三島町には様々な想いを持って移住された方がたくさんい
らっしゃいます。インタビューを通して、空き家の利活用や移
住定住のきっかけ、三島町の新たな魅力発見につながればと思
い、移住者インタビューを連載します。

移住者インタビュー

編集：地域おこし協力隊 吉垣

その 11　小
お ぐ り

栗　文
ふ み お

夫さん (64 歳 )

　　大谷地区在住　

　「DIY 型賃貸借」について、またそれ以外でも空き家に関してお気軽にご相談ください。
                                                                          地域政策課　地方創生推進係　☎（48）5533

　～入居者が改修する、新しい賃貸の形～
「空き家を貸し出したいけれど、水回りなどを改修しないと住め

るような状況ではない。」
「改修するにも費用を出すのは難しい。」

と思っている方に朗報です！！
改修をせず現状のまま、空き家を貸し出すことが可能です！

空き家コラム

『DIY型賃貸借』について
ご紹介

　借主（又は借主が依頼した施工業者）が改修を行う場合、貸主の所有物に手を加えることになります
ので、工事内容や明渡し時の原状回復の有無など予め決めておくことが、トラブルを回避する上で必要
と考えられます。 
　国土交通省では、『DIY 型賃貸借』の活用を促進し、契約当事者間のトラブルを未然に防止する観点から、

『DIY 型賃貸借』に関する契約書式例を作成していますので、参考にしてみてください。　

　通常、賃貸住宅は、貸主（家主）が建物の改修や維持管理を行うのが一般的です。しかしながら「改
修費用を負担するのは難しいが、現状のままであれば貸し出したい」と考えている貸主がいる一方で、
近年は「自分好みに改修を行いたい」という意向の借主（入居者）が増加しています。こうした現状を
踏まえ、国土交通省では、工事費用の負担者が誰かに関わらず、借主の意向を反映して住宅の改修を行
うことができる賃貸借契約やその物件を『DIY 型賃貸借』として定義し、その普及に努めています。
※ DIY とは、do it yourself の略語で一般的には自らの手で日曜大工を行うこと。ここでの DIY とは、 　 
専門業者に頼んで行う改修工事も含みます。

　◇『DIY 型賃貸借』とは

（借主）
■ 自分好みの改修ができ、持ち家感覚で居住で
　 きる 
■ 改修工事費用を負担する分、相場より安く借
　 りられる
■ 改修工事部分は原状回復義務をなしとするこ
　 ともできる

　◇『DIY 型賃貸借』の主なメリット

　◇平成 27 年以降、三島町で『DIY 型賃貸借』により
　　・空き家を貸し出している方：10 件以上
　　　（売却された方：7 件以上）　　　　　　   （空き家バンク及び空き家改修補助金利用状況より）

国土交通省 HP

『薪ストーブのある暮らし』

（貸主）
■ 現在の状態で賃貸でき、修繕の費用や手間が
　 かからない
■ 借主が改修工事を行うため、愛着が生まれ長
　 期入居が見込まれる 
■ 明渡し時に設備・内装等がグレードアップし 
　 ている可能性もある

福岡県出身。2007 年から三島町へと通い始め、
退職を機に 2014 年、千葉県市川市から三島町
へ移住。
NPO 法人会津みしま自然エネルギー研究会所属

自然エネルギー
研究会 HP

　＊ 紙面の都合上、インタビューを抜粋して掲載しています。こちらで全文ご覧いただけます。
　　奥会津三島町での日々 https://okuaizumishimamachi.hatenablog.com/

賃 貸 借 契 約

賃 貸 借 契 約

一般的な

賃貸借契約

DIY 型賃貸借

（DIY 工事の実施者）

（貸せる状態に管理・
修繕や改修をする）
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山
やまぐち

口   泰
たいいちろう

市郎さん

～
は
じ
め
に
～

　

先
月
号
で
町
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
全
員
の
紹
介
が
で
き
た
の

で
、
今
回
か
ら
は
2
度
目
の
紹
介

に
な
り
ま
す
。
実
り
の
秋
を
迎
え
、

収
穫
作
業
が
最
盛
期
と
な
っ
て
い

る
農
業
担
当
、
山
口
さ
ん
の
活
動

の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

～
現
在
の
活
動
に
つ
い
て
～

　

今
年
度
は
野
菜
の
生
産
が
メ
イ

ン
で
あ
る
山
口
さ
ん
は
、
前
回
の

紹
介
か
ら
夏
の
期
間
も
、
現
在
に

至
る
ま
で
様
々
な
野
菜
の
栽
培
と

収
穫
に
大
忙
し
で
し
た
。
沢
山
の

作
物
を
同
時
並
行
で
管
理
し
な
く

て
は
な
ら
ず
、
文
字
通
り
休
む
間

も
な
く
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。

す
べ
て
の
野
菜
が
初
め
て
の
栽
培

と
な
る
中
、環
境
の
変
化
や
害
虫
・

害
獣
被
害
等
に
よ
っ
て
作
物
が
駄

目
に
な
ら
な
い
よ
う
栽
培
方
法
を

模
索
し
、
と
て
も
美
味
し
そ
う
な

野
菜
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
写

真
1
は
ジ
ャ
ン
ボ
イ
ン
ゲ
ン
の
ハ

ウ
ス
内
で
の
収
穫
風
景
で
す
。
写

真
2
は
剪
定
し
立
派
に
育
っ
た
赤

か
ぼ
ち
ゃ
で
す
。
写
真
3
は
秋
の

味
覚
、
ヒ
ラ
タ
ケ
。
写
真
4
は
何

千
株
も
あ
る
キ
ャ
ベ
ツ
畑
の
管
理

風
景
で
す
。
こ
れ
ら
の
写
真
は
ほ

ん
の
一
部
で
、
他
に
も
沢
山
の
野

菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
出
荷
す

る
店
舗
に
卸
す
た
め
に
朝
早
く
か

ら
畑
に
出
て
収
穫
を
し
、
日
中
は

野
菜
が
育
ち
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
向
け
た
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ヒ
ラ
タ
ケ
の
出
荷
や
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
、
雪
の
下
キ
ャ
ベ
ツ

な
ど
が
続
々
と
最
盛
期
を
迎
え
る

た
め
、
山
口
さ
ん
が
丹
精
込
め
た

野
菜
や
き
の
こ
が
町
内
外
の
皆
様

の
食
卓
に
並
ぶ
日
も
近
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
観
光
協
会
で
は
数
に
限

り
は
あ
り
ま
す
が
、
採
れ
た
て
の

野
菜
を
町
民
の
皆
さ
ん
が
手
に
取

り
や
す
い
よ
う
に
、
小
さ
な
コ
ン

テ
ナ
に
並
べ
ら
れ
市
場
が
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
野
菜
づ
く
り
は
難
し
い
事
ば

か
り
だ
け
ど
、
実
っ
た
野
菜
を
美

味
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て
も
ら
え

る
と
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
」
と
話

す
山
口
さ
ん
。
今
後
も
取
材
を
通

し
て
山
口
さ
ん
の
活
動
を
皆
さ
ん

に
紹
介
す
る
と
共
に
、
野
菜
の
生

長
も
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
お
楽
し
み
に
。

 1 
 2  4 

 3 

1. ハウス内でジャンボインゲンの収穫をする山口さん　2. 収穫しサイズごとに並べた赤かぼちゃ
3. ハウスの中で栽培されているヒラタケ　4. 沢山のキャベツ一つ一つ手入れをする様子

▼
対
象
者

　

町
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校
入

学
前
の
乳
幼
児

※
令
和
3
年
度
の
途
中
入
所
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
も
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

▼
保
育
実
施
の
基
準

　

児
童
の
保
護
者
が
次
の
①
～
⑪

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
児
童
を

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
同
居
の

親
族
等
が
当
該
児
童
を
保
育
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

①
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常

態
と
し
て
い
る
こ
と

②
居
宅
内
で
当
該
児
童
と
離
れ
て

日
常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
す
る

こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
。

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
が
な

い
こ
と

④
疾
病
に
か
か
り
若
し
く
は
負
傷

し
、
ま
た
は
精
神
若
し
く
は
体
に

障
が
い
を
有
し
て
い
る
こ
と

⑤
長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
状
態
に

あ
る
か
、
ま
た
は
精
神
若
し
く
は

身
体
に
障
が
い
を
有
す
る
同
居
の

親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
こ
と

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他

の
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

こ
と

⑦
求
職
活
動(

起
業
の
準
備
を
含

む)

を
断
続
的
に
行
っ
て
い
る
こ

と⑧
就
学
し
て
い
る
こ
と

⑨
虐
待
ま
た
は
配
偶
者
か
ら
の
Ｄ

Ｖ(

家
庭
内
暴
力)

の
恐
れ
が
あ

る
こ
と

⑩
育
児
休
業
取
得
時
に
、
既
に
保

育
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い

て
継
続
利
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と

⑪
町
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類
す

る
状
態
に
あ
る
こ
と

▼
開
所
時
間

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の

午
前
7
時
30
分
か
ら

午
後
6
時
30
分
ま
で

※
土
曜
日
は
、
事
前
に
申
し
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
午
後
6
時
30
分

ま
で
利
用
で
き
ま
す

▼
保
育
料

　

無　

料

▼
提
出
書
類

①
保
育
給
付
支
給
認
定
申
請
書

②
保
育
所
入
所
申
込
書

③
就
労
証
明
書

※
提
出
書
類
は
教
育
委
員
会
で
配

布
し
て
い
ま
す

▼
申
込
締
切

　 

11
月
27
日
㊎

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

三
島
保
育
所　

☎(

48)

５
５
０
１

教
育
委
員
会　

☎(

48)

５
５
９
９

三
島
保
育
所   

入
所
の
ご
案
内

令
和
3
年
度
の
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

産
業
建
設
課
　
建
設
係

    

佐さ
と
う藤

　
大ひ
ろ
と翔

                   

　
22
歳
　
柳
津
町
出
身

　
10
月
か
ら
産
業
建
設
課  

建
設
係
に

配
属
に
な
り
ま
し
た
、
佐
藤
大
翔
と

申
し
ま
す
。
主
に
土
木
・
上
下
水
道
・

除
雪
の
業
務
を
担
当
し
ま
す
。

　
新
た
な
環
境
で
の
仕
事
で
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
一
日
で

も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
三
島
町
に
貢

献
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
趣
味
＝
野
球
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

▼
今
後
の
目
標
＝
仕
事
を
覚
え
る
こ

と 令
和
2
年
10
月
1
日
付

新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す

町の人事
　　　　　◉ 10 月 1 日付異動　

　　　　　　　・総務課 総務係＝小川  晃世（旧所属：産業建設課 建設係）
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り

第58回

大
正
十
年
、
汽
車
・
汽
船
に
よ
る
百
年
前
の
お
伊
勢
参
り

　

ご
家
庭
に
古
い
文
書
や
古
い
写
真
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山

び
こ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
（
52
）
２
１
６
５

　

江
戸
時
代
に
隆り

ゅ
う
せ
い盛し

た
「
伊
勢
参
り
」
の
道
中
を
記
録
し
た
『
参
宮
道
中
記
』
は
町
内

で
も
数
冊
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
近
代
に
入
り
交
通
の
便
が
良
く
な
っ

た
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
の
伊
勢
参
り
を
記
録
し
た
『
伊
勢
参
宮
記
念
日
誌
』
な
る
文

書
が
浅
岐
に
遺の
こ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
各
地
の
寺
社
仏
閣
へ
の
参さ
ん
け
い詣
、
そ
の
他
道
中
で
見
聞

き
し
た
事
が
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
旅
や
日
本
の
近
代
化
の
状
況
な
ど
が
う
か
が
え
ま

す
。
紙
幅
の
都
合
上
、
今
回
は
お
お
ま
か
な
旅
程
を
紹
介
し
ま
す
。

　
旧
八
月
七
日
（
新
暦
九
月
八
日
）、
大
石
田
か
ら
秦
長
松
（
六
十
一
歳
）、
大
谷
か
ら

五
十
嵐
幸
三
郎（
五
十
歳
）、浅
岐
か
ら
角
田
寅
三
郎（
六
十
八
歳
）・
角
田
清
吉（
五
十
八
歳
）

の
計
四
名
が
出
立
し
、
午
後
三
時
に
野
沢
駅
か
ら
汽
車
に
乗
り
旅
が
始
ま
り
ま
す
。
汽
車

か
ら
道
中
を
見
物
し
つ
つ
、夜
中
の
十
二
時
半
に
長
野
駅
前
の
旅
館
中
島
屋
に
着
き
ま
す
。

八
日
早
朝
、宿
屋
主
人
の
案
内
で
善
光
寺
に
参
詣
し
た
あ
と
午
前
十
時
に
は
汽
車
に
乗
り
、

車
窓
や
停
車
場
か
ら
古
跡
や
製
糸
場
、
果
物
畑
や
木
材
置
場
な
ど
を
見
物
、
午
後
十
時
に

名
古
屋
駅
前
の
勢
州
館
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　
九
日
は
名
古
屋
市
中
を
見
物
、
名
古
屋
城
跡
で
金
の
鯱し
ゃ
ち
ほ
こ鉾を
見
た
あ
と
、
電
車
で
熱
田

神
社
を
参
詣
、
偶
然
に
も
皇
太
子
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が
伊
勢
参
宮
の
為
に
自
動
車
で
通

行
す
る
の
を
目
撃
し
て
い
ま
す
。
午
後
三
時
頃
に
汽
車
で
名
古
屋
駅
を
出
立
、
午
後
八
時

に
は
伊
勢
山
田
の
神
風
館
に
着
き
、
一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。
十
日
は
天
照
皇
太
神
宮
、

外
宮
、
二
見
浦
を
参
詣
、
神
宮
で
は
明
治
・
大
正
の
天
皇
が
か
つ
て
乗
っ
た
馬
を
拝
見
し

た
と
あ
り
ま
す
。
当
日
は
皇
太
子
の
参
宮
の
日
で
あ
り
、
県
知
事
や
郡
長
、
学
生
等
が
山

田
町
へ
集
い
、
夜
は
学
生
や
青
年
団
に
よ
る
提ち
ょ
う
ち
ん灯行
列
も
行
わ
れ
「
我
等
共
一
生
涯
ヲ
願

ツ
テ
モ
及
ビ
難
キ
見
物
ナ
リ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
前
日
と
同
様
、
神
風
館

に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　
十
一
日
は
汽
車
に
乗
り
、
午
後
四
時
に
奈
良
駅
の
月
の
家
旅
館
に
到
着
。
案
内
人
を
雇

い
春
日
神
社
に
参
詣
、皇
太
子
が
参
詣
を
終
え
た
帰き

と途
に
あ
り
、ま
た
も「
拝
顔
」で
き「
此

ノ
上
モ
ナ
キ
幸
福
」
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
神
社
で
は
高
等
小
学
生
が
牡
鹿

に
驚お
ど
ろか

さ
れ
、
弁
当
を
食
い
尽
く
さ
れ
た
光
景
も
目
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
奈
良
の
大

仏
に
礼
拝
、
翌
十
二
日
に
奈
良
を
出
立
、
汽
車
に
乗
り
吉
野
口
で
降
り
吉
野
山
に
登
る
予

定
で
し
た
が
、
雨
天
の
た
め
見
合
わ
せ
、
高
野
口
で
下
車
、
高
野
山
に
登
り
、
当
日
の
宿

で
あ
る
遍
照
光
院
に
午
後
四
時
に
到
着
。
十
三
日
は
高
野
山
の
諸し
ょ
し
ょ処
を
見
物
。
十
四
日
に

は
高
野
山
を
下
り
、
汽
車
に
乗
っ
て
橋
本
停
車
場
ま
で
行
き
、
電
車
に
乗
り
換
え
大
阪
の

汐し
お
み
ば
し

見
橋
停
車
場
に
到
着
、
駅
前
の
河
内
館
に
泊
り
ま
す
。

　
十
五
日
は
大
阪
市
中
を
見
物
、
大
阪
新
世
界
で
「
櫓や
ぐ
ら
」（
初
代
通
天
閣
）
に
昇
り
、

「
鉄て

っ
さ
く索

」（
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
）
に
も
乗
っ
た
後
、
阿
弥
陀
池
（
和
光
寺
）
や
、
活
動
写
真
場
・

歌
舞
伎
座
・
浄じ

ょ
う
る
り

瑠
璃
義
大
夫
場
等
を
見
物
、
最
後
に
大
阪
城
址
の
頂
上
で
市
中
を
眺ち

ょ
う
ぼ
う望し

て
い
ま
す
。
午
後
三
時
か
ら
は
香
川
県
の
多た

ど

つ
度
津
行
き
の
支
度
を
は
じ
め
、
汽
船
に
乗
っ

て
十
六
日
の
夜
明
け
頃
に
朝
日
館
と
い
う
宿
に
到
着
。
汽
車
に
乗
っ
て
琴こ
と
ひ
ら平
神
社
に
参
詣

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
多
度
津
の
朝
日
館
に
戻
り
、
神
戸
の
吾
妻
館
に
船
場
ま
で
の
迎

え
に
来
て
も
ら
う
よ
う
電
報
を
打
っ
た
後
、
午
後
五
時
に
神
戸
湊
の
汽
船
に
乗
り
出
発
、

到
着
後
吾
妻
館
に
て
休
息
し
て
い
ま
す
。

　
十
七
日
は
神
戸
駅
か
ら
汽
車
に
乗
り
京
都
へ
行
き
、宿
泊
す
る
鶴
屋
に
一
度
赴お

も
むい

た
後
、

東
本
願
寺
、
三
十
三
間
堂
、
本
能
寺
に
参
詣
、
綾
織
錦
織
の
機き

ぎ
ょ
う業

を
見
物
し
、
宿
に
帰
着
。

十
八
日
は
京
都
を
出
立
、
車
窓
や
道
中
の
停
車
場
か
ら
城
址
や
寺
社
な
ど
を
見
物
、
夜
中

に
横
浜
停
車
場
で
止
ま
り
、
汽
車
内
で
一
夜
を
明
か
し
て
い
ま
す
。

　
十
九
日
、
横
浜
の
海
に
浮
か
ぶ
軍
艦
や
汽
船
、
家
屋
の
建
築
様
式
を
見
つ
つ
、
朝
七
時

頃
に
東
京
駅
に
着
き
ま
す
。
東
京
で
は
浅
岐
の
二
名
が
従
弟
に
会
い
に
青
山
へ
、
大
谷
・

大
石
田
の
二
名
が
車
夫
を
雇
っ
て
有
名
人
の
銅
像
や
日
本
橋
通
り
の
建
築
物
な
ど
を
見

物
、
ま
た
泉
岳
寺
や
浅
草
寺
に
参
詣
、
二
組
は
合
流
し
な
い
ま
ま
大
谷
・
大
石
田
の
二
名

は
午
後
九
時
の
上
野
発
の
汽
車
に
乗
り
会
津
若
松
に
向
け
て
出
立
。
電
報
に
よ
り
迎
え
に

来
た
息
子
た
ち
と
土
産
物
の
用
意
を
し
、
そ
の
日
は
会
津
屋
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
浅
岐
の

二
名
も
そ
の
日
の
午
後
九
時
に
上
野
を
出
立
し
翌
二
十
一
日
会
津
屋
で
合
流
。
そ
の
後
浅

岐
・
大
谷
組
は
柳
津
ま
で
の
汽
車
に
、
大
石
田
組
は
野
沢
ま
で
の
汽
車
に
乗
り
無
事
に
帰

宅
、
江
戸
時
代
に
は
二
ヶ
月
半
近
く
か
か
っ
た
旅
を
二
週
間
で
終
え
て
い
ま
す
。

三
島
町
史
編
さ
ん
室

図書コーナー『ゆめぽけっと』利用時間
㊊～㊎　午前９時～午後９時　㊏㊐㊗　午前９時～午後５時
※年末年始は閉館いたします。問公民館　☎（48）5599

町民センター図書コーナー
「ゆめぽけっと」から図書のご案内

　逃亡者　
中村  文則：著

　「君が最もなりたくない人間に、なっても
らう」第二次大戦下、“ 熱狂 ”“ 悪魔の楽器 ”
と呼ばれ、ある作戦を不穏な成功に導いた
とされる美しきトランペット。あらゆる理
不尽が交錯する中、それを隠し持ち逃亡す
る男には、ある女性と交わした一つの「約束」
があった。

　

　ホモ・デウス　上・下　 

　ユヴァル・ノア・ハラリ：著

焦 眉
　　　　　　今野  敏：著

　　　

と め ど な く 囁 く
　　　　　桐野  夏生：著

銀 橋
　　　　　中山  可穂：著

☆新着本

マカン・マラン
古内  一絵：著

　商店街を入った路地裏に、夜中ひっそりと
営業しているカフェ「マカン・マラン」がある。
そこには様々な悩みをもつ人が導かれるよう
に集まり、店主でドラァグクイーンのシャー
ルが振る舞う手料理と心にしみる言葉に背中
を押され、新しい一歩を踏み出す。様々な悩
みを持つ客に、シャールが饗

きょう

する料理とは？

健康で元気な毎日に vol.49
問町民課  保健福祉係　☎（48）5565

新型コロナウイルス対策を踏まえた
適切な医療機関の受診について

　新型コロナウイルス感染症への感染の懸念から、緊急事態宣言下では、集団で実施する各種健診を延期す
る等の対応をしておりましたが、宣言解除後も受診控えが続いてしまっています。

・感染予防は重要ですが、過度な受診控えや健診控えも健康上のリスクを高めてしまうことがあります。
病院では換気や消毒でしっかりと感染対策をしています。過度の受診控えはしないようにし、薬を切らさな
いようにしましょう。また、健康に不安があるときは、かかりつけ医・歯科医、医療機関に相談しましょう！

・医療機関での健診や、がん検診、予防接種の受診では体温を測定するなど体調に問題のないことを確認し
　てお出かけください。また、帰宅したら手洗いなどの感染対策をしっかりしましょう。予防接種を受けた
　日もお風呂に入れます。

・赤ちゃんの予防接種を遅らせると、免疫がつくのが遅れ、重い感染症になるリスクが高まります。
予防接種のタイミングは感染症にかかりやすい年齢などをもとに決められています。まだ接種期間内の方は
お早めにお済ませください。

・お口の健康管理も重要です。定期的な管理が中断してしまうと、むし歯や歯周病が悪化したり、高齢者で
　はお口のケアが十分できないことで誤嚥性肺炎のリスクが高くなってしまう恐れがあります。

※自己判断で受診を控えることで、慢性疾患の症状悪化や、そのために新型コロナなどのウイルスに対抗
できない状態になることがあります。かかりつけ医・かかりつけ歯科医に相談しながら健康や持病を管理
していくことが新型コロナウイルス対策にもとても重要なため、心配な場合は、まずはかかりつけ医・か
かりつけ歯科医に相談しましょう。
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消防署からのお知らせ

問会津坂下消防署　三島出張所         
                                           　電話（52）3032　
　　　　　　　　　　 　FAX（52）3033

－火事・救急・救助は－
　　　　　  119 番まで

区　分 管　内 三島町

空 き 巣 1

自 動 車 盗 2

自 転 車 盗 1

自販機ねらい 1

車 上 ね ら い 1

街頭犯罪合計 6 0
そ の 他 刑
法 犯 等 34 3

全 刑 法 犯 40 3
　会津坂下署管内では、倉庫荒らしなど建物に侵入
されて金品を盗まれる事件や 8 月にはトラックの盗
難事件も発生しています。防犯の基本は施錠です！
施錠できない場所にはセンサーライトなどを設置し
ましょう。車や自転車は必ず施錠しましょう。
〇その他刑法犯等には、暴行 ･ 傷害 ･ 万引き ･ 詐欺 ･ 器
物損壊などの犯罪発生件数が含まれます。※上記発生件
数は、令和 2 年 1 月 1 日からの累計数となっています。

街頭犯罪発生件数（9月30日現在）

会津坂下警察署からのお知らせ

問会津坂下警察署  生活安全係☎ 0242（83）3451

しぶしぶくん

　三島町のみなさまこんにちは。これまで環境研だ
よりでは、木材のエネルギー利用を中心にお話しし
てきましたが、今回は本来の用途とも言える建材な
どの利用について考えていきたいと思います。林野
庁の統計によると、日本の木材自給率は 2002 年に
18.8% と最低記録を更新した後は少しずつ増加して

環境研だより

木材の地産地消と環境への影響
第 28 回

問国立環境研究所福島支部　
　地域環境創生研究室　☎ 0247（61）6572

　自宅に帰ったら手洗いとうがい…
だけでなく、最近はアルコール消毒
も当たり前の習慣になってきました。
寒くなる季節です。インフルエンザ
にも気を付けたいですね。

常盤   達彦（ときわ   たつひこ）
< 筆者紹介 >

いて、2019 年で 37.8% となっています。流通量や
価格面からも輸入材が選択されがちではありますが、
地域の山で切り出された木をその地域で使う「木材
の地産地消」は、環境への負荷を減らすという点か
ら優れた効果を持っている可能性があります。
　2011 年に南アフリカ共和国で開催された COP17

（コップじゅうなな：第 17 回条約における締約国会
議）では、2013 年～ 2020 年の間の森林の二酸化炭
素吸収量として、森林から搬出された木材で作られ
た製品（伐採木材製品、Harvested Wood Products：
HWP）も含めることが合意されました。1997 年に京
都で開催された COP3 で採択された京都議定書では、
2008 年～ 2012 年を第一約束期間として、この間に
削減しなければならない温室効果ガスの排出量を少
なくとも 5.2% としましたが、この時は「木材に固定
された炭素は、木材が森林から伐採・搬出された時
点で大気中に排出される」としていて、木材製品へ
の炭素固定は認められていませんでした。それに対
して「木材の利点を十分に生かし切るためには認め
るべき」と日本は主張し、2013 年～ 2020 年の第二
約束期間では、伐採木材製品への炭素固定が認めら
れた経緯があります。

サ イ バ ー 犯 罪 被 害 防 止
子どもたちをインターネットの

危険から守りましょう！
　子どもたちもインターネットを日常的に利用す
るようになり、いろいろなネット犯罪被害にあっ
ています。

・事例 1  SNS で知り合った者にだまされたりして
　　　    自分の裸を撮影して送信させられた。

・事例 2  SNS で知り合った者に誘い出され、暴行
　　　　被害を受けた。

・事例 3  友達に悪口のメールを送ってトラブルに
　　　　なった。

※被害にあわないためにも、家族で話し合いイン
ターネットの安全な使い方を考えましょう。

〇知らない人とメールや SNS をしない
〇就寝するときは、スマートフォンを保護者に預
　ける
〇フィルタリングを必ず利用する
〇定期的に保護者の点検を受ける　

－利用のルール－

令和 2 年令和 2 年　
秋季全国火災予防運動秋季全国火災予防運動

期間：11 月 9 日～ 11 月 15 日

その火事を   防ぐあなたに   金メダル

3 つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位
　置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必
　ず火を消す。

4 つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器
　を設置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐ
　ために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消
　火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るため　
　に、隣近所の協力体制をつくる。

住宅防火　いのちを守る　7 つのポイント
－ 3 つの習慣・4 つの対策－

三島  守

福島支部に設置している三島町で製作した家具

　つまり、山から切り出した材を製品化して使うこ
とが環境負荷の低減に繋がる、と世界的にも認めら
れているということで、木造家屋や家具など、皆さ

伐採木材製品（HWP）の利用による二酸化炭素吸収

んが日常生活で関わっているものが伐採木材製品
（HWP）として環境の面からも大きな役割を果たし

ていることがお分かりになると思います。私たちも
別の研究（また別の機会にご紹介いたします）で佐
久間建設工業さんと会津桐タンスさんにお願いして
製作いただいた机と椅子を先日導入しまして、訪れ
るお客さんに三島町の PR をさせていただいていま
す。

　森林の持つ様々な有用な機能を十分に発揮できる
よう、町の森林の適切な管理に向けたお手伝いを今
後も進めて参りますので、引き続きよろしくお願い
いたします。

参考
林野庁：第二約束期間（2013 ～ 2020 年）のルー
ルはどうなっているの？
https : / /www.r inya .maf f .go . jp/ j /s in_r iyou/
ondanka/20141117_topics5.html
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11
月
の
納
税
　【
納
期
限
　
11
月
30
日
㊊
】

▼
国
民
健
康
保
険
税
（
第
4
期
）

▼
介
護
保
険
料
【
普
通
徴
収
】（
第
4
期
）

▼
後
期
高
齢
者
保
険
料
【
普
通
徴
収
】（
第
4
期
）

忘
れ
ず
に
お
納
め
く
だ
さ
い

　
　

問
町
民
課  

町
民
係　

☎
（
48
）
５
５
５
５

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り   

サ
ロ
ン
の
ご
案
内

▼
大
登
サ
ロ
ン
　

　

11
月
9
日
㊊
13
時
30
分
～ 

大
登
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
滝
谷
和
楽
塾

　

11
月
10
日
㊋
10
時
～　

滝
谷
集
会
所

▼
川
井
友
愛
サ
ロ
ン

　

11
月
16
日
㊊
10
時
～　

川
井
集
会
所

▼
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン
　

　

11
月
17
日
㊋
10
時
～    

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
浅
岐
あ
っ
た
か
サ
ロ
ン
　

　

11
月
20
日
㊎
10
時
～    

浅
岐
集
会
所

▼
間
方
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
　

　

11
月
24
日
㊋
10
時
～　

間
方
集
会
所

▼
サ
ロ
ン
な
い
り

　

11
月
30
日
㊊
10
時
～　

名
入
集
会
所

▼
高
清
水
・
小
山
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

12
月
1
日
㊋
10
時
～　

高
清
水
集
会
所

▼
桧
原
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ

　

12
月
4
日
㊎
10
時
～　

桧
原
集
会
所

問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
52
）
３
３
４
４

「
労
働
困
り
ご
と
相
談
窓
口
」
の
お
知
ら
せ

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職
な
ど
労
使
間
の
ト
ラ

ブ
ル
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ
い
て
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

　

相
談
は
、
平
日
の
面
談
や
電
話
で
の
相
談
の
ほ
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
や
電
子
メ
ー
ル
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間　

午
前
8
時
～
正
午

　
　
　
　
　

    

午
後
1
時
～
午
後
5
時 

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎
０
２
４
５（
21
）７
５
９
４

問
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
☎
０
２
４
５（
34
）１
９
９
４

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　
11
月
12
日
か
ら
11
月
18
日
ま
で
の
7
日
間
、
全
国

一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー

な
ど
の
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
電
話
相
談
の
取
組
を
強
化
し
ま
す
。
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
に
お
い
て
も
、
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
15
分
ま
で
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
期　
　

間　

11
月
12
日
㊍
か
ら
11
月
18
日
㊌
ま
で

〇
時　
　

間　

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で

〇
電
話
番
号　

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

　
　
　
　
　
　
【
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
】

町の人口と世帯
10 月 1 日現在

小　

柴　

一　

郎
（
83
才
・
西　

方
）㊟住民基本台帳による数値です。増減数

は前月との比較、出生・死亡・転入・転
出は前月 1 カ月間に届出のあった人数で
す。

人口 1,537 -6 出生 0

男 762 -3 死亡 5

女 775 -3 転入 1

世帯 744 -3 転出 2
（
10
月
届
出
：
敬
称
略)

※
『
広
報
み
し
ま
掲
載
同
意
書
』
を
ご
提
出
い
た
だ
い
た
方
の

み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　

問
特
命
担
当
課　

☎
（
48
）
５
２
３
２

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

菅　

家　

良　

子
（
93
才
・
高
清
水
）

小
　
柴
　
栄
　
二
　
様
（
西
　
方
）

町
へ
の
ご
寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
付

ご
遺
志
に
よ
る
も
の

小
　
松
　
義
　
弘
　
様
（
埼
玉
県
）

河
　
越
　
伸
　
之
　
様
（
埼
玉
県
）

五
十
嵐
　
誠
　
幸
　
様
（
埼
玉
県
）

舟
　
木
　
孝
　
一
　
様
（
間
　
方
）

借
金
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
専
門
相
談
員
が

家
計
や
借
金
の
状
況
等
を
伺
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
で
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
に

引
継
ぎ
を
行
う
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
借
金

返
済
が
困
難
な
方
、
借
金
に
お
悩
み
の
方
な
ど
、
ど

な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
ず
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

〇
日
時　

12
月
15
日
㊋　

午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時

　
　
　
　
（
原
則
予
約
制
・
予
約
締
切
日
12
月
14
日
）

〇
会
場　

会
津
地
方
振
興
局  

本
館 
1
階
会
議
室

【
予
約
受
付
先
】

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

〇
受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
4
時
30
分

〇
電　
　

話　

０
２
４
（
５
３
３
）
０
０
６
４

※
原
則
予
約
制
と
な
り
ま
す
が
、
受
付
状
況
に
よ
り

当
日
受
付
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
福
島
財
務
事
務
所  

理
財
課  

☎
０
２
４(

５
３
５)

０
３
０
３

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）の

退
職
金
請
求
に
つ
い
て

　

林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業
界
で
働
く

方
の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。
以
前
、
林
業
の
仕
事

に
従
事
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
退
共
制

度
に
加
入
し
て
い
た
方
で
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た

お
心
当
た
り
の
な
い
方
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の
支
部
ま
た

は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

問
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部  

事
業
管
理
課

☎
03
（
６
７
３
１
）
２
８
８
９

12 月開講の職業訓練のご案内

○募 集 期 間　9 月 17 日㊍から 11 月 18 日㊌まで
○募集訓練科名　CAD・NC コース・電気設備技術コース
○募 集 定 員　15 名
○訓 練 期 間　令和 2 年 12 月 1 日から令和 3 年 5 月 28 日まで（6 ヶ月間）
○対 象 者　公共職業安定所に求職登録されている方で、職業訓練の受講が望ましいと判断された方
○受 講 料　無　料
○選 考 日　11 月 20 日㊎　午前 9 時から

問ポリテクセンター会津　訓練課　☎ 0242（26）0520

　会津訓練センター（ポリテクセンター会津）では、ものづくり分野で早期に再就職を目指す求職者の方々
を対象に 6 ヶ月間の職業訓練を実施するとともに、事業主のご要望にお応えした短期の在職者訓練等を実施
しています。

Information

境
界
問
題
の
解
決
を
支
援
し
ま
す

〇
筆
界
特
定
制
度
（
筆
界
を
明
確
に
し
ま
す
）

　

法
務
局
の
職
員
が
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、

申
請
者
等
の
意
見
に
拘
束
さ
れ
ず
、
真
実
の
筆
界
を

特
定
し
ま
す
。

〇
土
地
家
屋
調
査
士
会
Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度（
境
界
問
題
全
般

を
解
決
し
ま
す
）

　
土
地
家
屋
調
査
士
お
よ
び
弁
護
士
が
相
談
・
調
停

を
行
い
、
柔
軟
に
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

※
相
手
方
の
応
諾
が
な
い
と
、
手
続
き
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
境
界
特
定
制
度
】　

　

問
福
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門　

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
８

【
土
地
家
屋
調
査
士
会
Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
】　

　

問
境
界
紛
争
解
決
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
し
ま

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４
（
５
３
５
）
３
９
３
７

                          

問
福
島
県
立
視
覚
支
援
学
校　

☎
０
２
４
（
５
３
４
）
２
５
７
４

視
覚
障
が
い
者
の
教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
立
視
覚
支
援
学
校
で
は
、
疾
病
な
ど
に
よ

る
視
機
能
低
下
（
著
し
い
視
力
低
下
や
視
野
狭
窄
、

視
野
欠
損
等
）
に
よ
り
、
進
学
や
就
労
で
お
困
り
の

方
の
た
め
の
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日　

時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
9
時
か
ら

　
　
　
　
　

 

午
後
4
時
ま
で

○
対
象
者　

乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
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Novem
ber 2020

▪
発

行
　

三
島

町
　

▪
編

集
　

三
島

町
役

場
特

命
担

当
課

〒
969-7511

福
島

県
大

沼
郡

三
島

町
大

字
宮

下
字

宮
下

350　
☎

0241（
48）

5232
▪

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.tow
n.m

ishim
a.fukushim

a.jp
▪

印
刷

　
北

日
本

印
刷

株
式

会
社

広
報

み
し

ま
11

月
号

（
第
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№ 62

ふくしま駅伝
三島・金山・昭和・湯川

桧枝岐・川内・葛尾
7 町村合同チーム

希望ふくしま
       「希望と絆」が集結したタスキを胸に継走します！

　▶三島町エントリー選手
　　 　 飯　塚　楽　人さん　西方（三島中 1 年）
　　　真　田　智　和さん　宮下（三島中 2 年）
　　　五十嵐　　　望さん　大谷（三島中 3 年）
　　　鈴　木　啓　生さん　宮下（会津高 1 年）
　　　小　松　凌　大さん　西方（会津高 2 年）
　　　北　舘　　　亮さん　西方（三島町役場）
　　　小　松　　　昭さん　西方（三島町役場）

※今年は新型コロナウイルス感染防止対策を徹
底した上で、例年の 16 区間から 9 区間に短縮し
て開催されます。感染防止対策のため、沿道で
の応援はできませんが、テレビやラジオで生中
継されますので、希望ふくしまチームへ温かい
応援をよろしくお願いします。

11 月 15 日㊐
  午前 10 時  スタート

　郡山市開成山陸上競技場

　　     福島県庁前【9 区間 50.2km】
～

今年で 8 回目の出場となる『希望ふくしま』の皆さん

第
32
回

　「
日
常
使
い
の
民
具
た
ち
～
古
民
具
を
使
っ
た
衣
と
住
ま

い
の
新
し
い
提
案
～
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
催
し
が
西

方
・
中
田
地
区
に
あ
る
「
横
前
邸
」
で
10
月
24
日
か
ら
11

月
3
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
生
活
工
芸
館
や
工
人
の

館
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
が
建
ち
並
ぶ
文
化
振
興
エ
リ

ア
に
あ
る
「
古
民
家
・
横
前
邸
」
が
偶
然
か
意
識
的
か
、

私
の
勝
手
な
推
測
で
す
が
横
前
邸
が
扇
の
要
と
な
っ
て
、

そ
れ
ら
の
施
設
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
配
置

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
な
が
ら
、
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る

ス
ス
キ
の
間
を
歩
き
横
前
邸
に
向
か
い
ま
し
た
。
　
　

　
開
催
初
日
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
前
県
立
博
物
館

主
任
学
芸
員
の
佐
々
木
長
生
先
生
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し

た
。
先
生
は
三
島
町
の
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
た
だ

い
た
方
の
一
人
で
、「
大
石
田
の
民
俗
」
や
国
指
定
の
際
の

「
三
島
の
サ
イ
ノ
神
」
の
調
査
の
他
、
様
々
な
民
俗
調
査
を

角
田
伊
一
氏
や
故
小
柴
吉
男
氏
と
一
緒
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
方
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
「
会
津
農
書
」
研
究
の
第
一
人
者
で
、
こ
の
農
書

を
背
景
と
し
た
会
津
の
農
業
を
世
界
遺
産
指
定
の
中
心
と

な
り
活
動
し
た
一
人
で
も
あ
り
ま
す
。
私
も
末
席
に
座
ら

せ
て
い
た
だ
き
活
動
し
た
一
人
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
指

定
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
再
度
の
挑
戦
を
す
る
と
い

う
約
束
で
一
旦
解
散
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
佐
々
木
先
生
の
お
話
し
は
、
民
俗
学
と
い
う
難
解
な
言

葉
を
我
々
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
か
み
砕
い
て
お
話

し
さ
れ
、
た
ま
に
ダ
ジ
ャ
レ
を
交
え
な
が
ら
の
話
し
で
会

場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
久
ぶ
り
に
お
会
い
し
、
先
生

の
民
俗
学
の
話
し
は
、
年
齢
を
重
ね
て
き
た
人
生
の
重
み

と
学
問
に
対
す
る
情
熱
に
感
動
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
奥
会
津
書
房
代
表
の
遠
藤
由
美
子
氏
の
古
民
家
の
レ
イ

ア
ウ
ト
に
対
す
る
愛
情
や
民
具
の
展
示
場
所
、
照
明
の
角
度
、

何
気
な
い
花
の
位
置
に
佐
々
木
先
生
も
感
動
し
な
が
ら
解
説

さ
れ
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
頷
き
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

古
民
家
の
空
気
と
風
景
を
参
加
者
全
員
が
共
有
す
る
時
間
で

し
た
。

　
生
活
工
芸
館
を
設
計
し
た
故
村
松
貞
次
郎
東
大
名
誉
教
授

は
「
大
工
道
具
の
歴
史
」
の
中
で
「
道
具
は
、
人
と
モ
ノ
と

の
対
話
の
通
訳
者
」
ま
た
「
ナ
イ
フ
で
木
を
削
る
。
硬
い
木
、

柔
ら
か
い
木
、素
直
な
木
、く
せ
の
あ
る
木
、香
り
の
高
い
木
、

同
じ
木
で
も
削
り
方
に
よ
っ
て
は
、
意
外
な
抵
抗
を
し
め
す
。

そ
の
モ
ノ
と
の
対
話
の
中
に
、
人
間
は
、
自
然
に
ふ
れ
、
太

古
の
人
間
の
心
に
還
る
事
が
で
き
る
」「
物
質
は
あ
り
余
っ
て

い
る
。
し
か
し
今
日
の
人
間
ほ
ど
、
モ
ノ
か
ら
疎
外
さ
れ
て

い
る
人
間
は
か
つ
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
モ
ノ
を
知

ら
な
い
の
で
あ
る
。
モ
ノ
と
の
心
の
か
よ
っ
た
対
話
を
失
っ
て

い
る
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
戒
を
込
め
、
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
こ
ん
な
記
載
が
あ

り
ま
し
た
。「
技
術
や
モ
ノ
の
伝
承
の
み
な
ら
ず
手
仕
事
に
通

底
す
る
人
々
の
精
神
性
を
継
承
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
」

横
前
邸
は
、
南
会
津
の
養
蚕
農
家
か
ら
移
築
し
活
用
し
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、
横
前
氏
の
モ
ノ
に
対
す
る

理
念
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
生
活
工

芸
館
を
設
計
し
た
村
松
先
生
の
精
神
に
も
通
じ
、
ま
た
今
回

全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
主
催
者
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

奥
会
津
書
房
の
存
在
基
盤
の
理
念
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
名
入
地
区
の
皆
さ
ん
の
共
助
精
神
の
発
露
で
あ

る
「
ざ
る
菊
園
」
を
観
賞
し
、
こ
の
日
は
特
に
美
し
く
感
じ

充
実
感
の
あ
る
心
の
旅
を
味
わ
っ
た
半
日
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
島
町
長
　
矢
澤
　
源
成
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